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　ウガンダ　ロビーナさん（7才）のストーリー 

ウガンダは、東アフリカに位置する国で、ナイ
ル川の源流でもあるヴィクトリア湖に接してい
ます。豊かな土地と自然に恵まれ、コーヒーや
バナナの生産で有名です。19 世紀末からイギリ
スの植民地となり、1962 年に独立を果たしまし
たが、独立後も不安定な政治・社会状況が続い
ています。

水道がほとんど整備されていないので、家族が
使う水を水場まで汲

く

みに行かなくてはなりませ
ん。ウガンダでは、水汲みは女性や少女の仕事
と考えられています。ロビーナさんは、ウガン
ダの多くの少女と同様に、毎日遠くまで水を汲
みに行かなければなりません。

水を汲み、運ぶことは、簡単なことではありません。少女たちは一日６時間もかけて水を汲みに行きますが、
町の治安が良くないため、水がある場所にたどり着くまでに、暴力や人身売買などの危険にさらされ、最悪
の場合、命を落としてしまうことさえあります。特に、少女が一人で行動をすることはとても危険です。ロビー
ナさんの親友も、学校の近くで水を汲んでいるときに誘

ゆうかい

拐され、暴力を受け、殺されてしまいました。 

このような状況に対し、地域社会ではロビーナさんのような少女を守ろうと、自分たちにできることを考え
ています。簡単な方法のひとつとして、例えば、少女が常に２人一組のペアで行動する「バディ・システム」
を推

すいしょう

奨しています。また、そのほかには、地域の人々に、通学する生徒たちを見守るよう働きかけています。

「もし、○○がなかったら」ということを考えてみてください。例えば、もしあなたの生活環境に水道設備が
なかったら、もしガスや電気の供給がなかったら、あなたは、どこからどのように水や電力を得るでしょうか。
そのためには何が必要で、水や電力を得るためにはどんな危険性があるでしょうか？

また、なぜ日本のような社会にはこういった設備が整っていて、ウガンダには整っていないのでしょうか？
この問題は誰がどのように解決するべきだと考えますか？

© Rick D'Elia / Save the Children © Rick D'Elia / Save the Children



ロシア連邦ロシア連邦

モンゴルモンゴル
朝鮮民主主義
人民共和国
朝鮮民主主義
人民共和国

中華人民共和国中華人民共和国

大韓民国大韓民国

カザフスタンカザフスタン

インドインド

モルジブモルジブ

ネパールネパール

スリランカスリランカ

パキスタンパキスタン

アフガニスタンアフガニスタン
イランイラン

トルクメニスタントルクメニスタン

ウズベキスタンウズベキスタン

キルギスキルギス

タジキスタンタジキスタン

ブータンブータン

ミャンマーミャンマー

タイタイ

カンボジアカンボジア

インドネシアインドネシア

シンガポールシンガポール

マレーシア
ブルネイ

マレーシア
ブルネイ

フィリピンフィリピン

台湾台湾

マカオマカオ

東ティモール東ティモール

ベトナムベトナム

ラオスラオスバングラ
ディッシュ
バングラ
ディッシュ

日本日本

　バングラデシュ　パルルさん（15 才）のストーリー 

パルルさんは貧しい家庭の出身です。バングラデシュの
社会では、男性の方が女性より大切にされがちです。パ
ルルさんも小さいころから、お兄さんはやらせてもらえ
ることが「少女だから」という理由でやらせてもらえな
かったり、後回しにされたりしてきました。

特に、パルルさんは落ち着きがなく、学習のペースがほ
かの子どもたちより遅かったため、お兄さんよりも食べ
させてもらえる食事の量が少なく、栄

えいようふりょう

養不良にもなりま
した。

あるとき、パルルさんの暮らす地域を支援していた団体
により、パルルさんに軽い知的障害があることがわかり
ました。パルルさんの母親は、障害のある子どもに対す
る差別や、障害のある子どもを産んだことを周りから非
難されること、また、結果として離婚されることを不安
に思い、パルルさんを学校に通わせていませんでした。

しかし、支援団体は、母親や家族、地域の人々に対して、障害のある子どもにも教育を受ける権利がある
ことを繰り返し説明しました。その結果、パルルさんの家族や周囲の人々の考え方は変わり、パルルさん
は学校に通えるようになりました。

学校に通い始めると、パルルさんはゲームやスポーツ、特に水泳に強い関心を示しました。当初、パルル
さんは近くの池で練習をしていましたが、支援団体は、国内外の水泳競技に参加できるようサポートをし
ました。そして、パルルさんは 2011 年にギリシャのスペシャル・オリンピックスに選手として出場。銅
メダルを獲

かくとく

得しました。また 2013 年にはオーストラリアで、さらに、2015 年にアメリカで金メダルを獲
得する水泳選手へと成長したのです。

パルルさんは勉強を続け、小学校を卒業し、現在は中学校に通っています。
パルルさんの母親は次のように話します。「以前、私は障害のある少女の母
親として自分を恥じていましたが、今では金メダルを達成した少女の母とし
て娘を誇りに思っています」。運転手の仕事をしているパルルさんの父親も

「今、私はただの運転手ではなく、パルルの父親です」と誇らしげに語りま
した。
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　日本　ひよりさん（16 才）のストーリー 

2011 年 3 月 11 日、東日本大震災が発生し、東北の沿岸部
は津波による大きな被害を受けました。

震災からしばらく経つと、地域の復興のための取り組みが
各地ではじまりました。地域の一員である子どもたちも「ま
ちのために何かしたい」と考え、宮城県の石巻市では「子
どもまちづくりクラブ」の活動がはじまりました。

子どもたちが中心になって企画・デザインした取り組みの
ひとつに「石巻市 子どもセンター らいつ」があります。広
場やスポーツ室、クラブ活動のできる部屋などがあるこの
センターの運営には、市の職員や大人だけでなく、子ども
も参加しています。この活動に参加した 16 才のひよりさん
は次のように活動をふりかえりました。

「東日本大震災により私たちの東北は甚大な被害を受けまし
た。津波の被害を受けたところではヘドロが一面にあり、長靴でしか歩けない状態だったり、震災 1 ヶ月
を過ぎてもまだ生活の基盤を整えることができませんでした。そんな中私は、ただただその生活を受け入
れているだけでした。自分にできることなんてないと思っていました。それが変わったのが『子どもまち
づくりクラブ』に参加するようになってからです。

参加し始めたのが 2011 年、それが今の私の基
き ば ん

盤になりました。いろいろな人と話し合い、触れあったりす
ることによって、私は自分の将来について考えを改めることが多くなり、大学に行きたいと考えるように
なりました。飽きっぽい私が３年間も続けられたのは毎回違う楽しさがあったからです。

私が復
ふっこう

興について思うことは、まず被災した人たちが声を上げなければ現状は変わらないということです。
行政に何をしてほしいか要望を出すことにより、行政は被災者が何を望んでいるのかがようやくわかるよ
うになると思うからです。何もしていないのに、不平不満をもらすのは間違っていると思うし、知らない
ことを知ることによって、何をしたらいいのか分かるようになると思うからです。だから私は私たちの活
動に興味を持ってもらえるように、伝えていくことも一人ひとりの役割だと思います」

© Save the Children © Save the Children
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　ネパール　バビタさん（13 才）のストーリー 

ネパールでは、12 月から５月がレンガ造りの季節です。
ネパールの経済的に貧しい家庭の人々は、この時期にな
ると、レンガを製造する窯

かま

で働きます。事前に現金で賃
金を受け取ってから仕事を提供されるため、その賃金分
に見合う量の仕事を続けなければなりません。本来、16
才までの子どもたちは、労働が禁止されていますが、こ
こでは多くの子どもたちが働いています。

13 才のバビタさんも、ネパールのバクタプル地区にある
レンガ窯で働いています。バビタさんは粘土からレンガ
を形作る仕事をして、家族を経済的に助けています。レ
ンガ造りの仕事に就いている間、バビタさんは学校に通
うことができません。また、仕事をしていると、大人た
ちから強く注意を受けたり、時には叩かれたりすること
もあります。

レンガ窯での作業は重労働を伴う、長時間労働です。し
かし、１つのレンガは 10 ～ 14 ルピーで売られ、そのうちバビタさんが受け取るのはたったの１ルピー（日
本円で１円程度）です。

バビタさんは朝早く起き、土を型に入れ、乾かすためにひっくり返し、杭に積み重ねる作業を一日中繰り
返します。女の子であるバビタさんにとって、この作業は体力の限界を超えることもあり、健康に影響を
及ぼすことがあります。また、作業する際、身を守るような作業服や靴を身に着けているわけではありま
せん。レンガ窯の泥やホコリには、吸い込むと身体に有害な物質が含まれていて、皮膚病や呼吸器の病気
を引き起こす可能性があります。でも、借金を返すために、この仕事を続けなればならないのです。

© Oli Cohen /Save the Children© Oli Cohen / Save the Children



★ワークシート1わたしの気持ち

驚
おどろ

いた

わからない

わくわくする 複
ふくざつ

雑だ

心配だ 自分には
関係ない

もっと
知りたい

納
なっとく

得
できない

すごい かわいそう 腹が立つ

ストーリーを読んで、今の自分の気持ちに近いもの 3つに○をつけてみよう。
この中になければ、空欄に自分の「気持ち」を書いてみよう。

○をつけた理由や感想を書いてみよう。



★ワークシート2
ストーリーを読んでわかったことを書いてみよう

グループで話し合いながら、ストーリーを読んでわかったことを書いてみよう。

登場する子どもの名前

その子は何才？

どんな暮らしをしていますか？

暮らしの中で良いことはどんなことですか？

暮らしの中で困っていること・大変なことはどんなことですか？

住んでいる国や町は？ 家族のメンバーは？
（もし分かれば）



「参加のルール」については７頁
をご確認ください。

41本アクティビティ集は、株式会社ファミリーマートの支援を受け、セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンと、開発教育協会（DEAR）が作成しました。

アクティビティ6　世界の子どもたちのストーリーからSDGsについて考えよう	

アクティビティ５「ストーリーを読んで世界の子どもたちの状況を知ろう」の後に実施してください。　
アクティビティ５では、状況を知り、自分の気持ちを整理することを目的としていますが、このワークでは「ウェビング」
という手法を使いながら、世界の子どもたちが直面している社会問題を分析し、理解し、SDGs と関連付けて考えてみま
す。模造紙上に問題をウェブ状に広げて可視化し、それぞれの問題やゴール（目標）間のつながりが見えるようにするこ
とがポイントです。

● ねらい
•	 世界の子どもたちの直面する社会問題を理解し、SDGs の理念やゴール（目標）との関係性に気づく。
•	 社会問題や SDGs のゴール（目標）間のつながりに気づく。
•	 解決のための取り組みや、子ども自身が持つ力について考える。

● 用意するもの
•	 ストーリー（アクティビティ５で使用したもの）
•	 模造紙、水性マジック（グループ数分）
•	 別添資料（パンフレット／人数分コピーして用意）

● 所要時間
45 分～

● すすめ方

１．参加のルールの確認（2 分）
「参加のルール」をひとつずつ読み上げながら、確認します。最後まで、全員が見

えるところに貼るか、書き出しておいてください。

２．グループ作業（18 分～）
•	 ３～６人の小グループをつくり、グループに模造紙とマジックを配布します。
•	 ストーリーに出てきた子どもの名前を模造紙の中央に書きます。
•	 ストーリーから読みとれる「問題」を周囲に書きだしていきます。問題間の

因果関係やつながりがあれば、線でつなぎます。また、ストーリーには書か
れていなくても、そこから発生しそうな問題や起こりそうなできごとがあれ
ば、書き足していきます。

•	 ストーリーから読みとれる子どもたちの持つパワー（力や可能性、スキル）
や取り組み、課題解決のきっかけを書き足します。ストーリーには書かれて
いなくても、課題解決につながりそうなことがあれば書き足します。

•	 関連する SDGs のゴール（目標）があれば、書き足します。
•	 全体を見て、因果関係やつながりがあるところは、線でつないでいきます。

名前を書くだけでなく、子どもの写

真を置いたり、似顔絵を描いたりし

てもよいです。

間違いなどはないので、参加者全
員が自由に意見交換できるよう、声
かけをしてください。



42 本アクティビティ集は、株式会社ファミリーマートの支援を受け、セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンと、開発教育協会（DEAR）が作成しました。

３．全体発表と共有（15 分～）
•	 グループの中でどのような意見が出たか、どんな話し合いがされたか、気が

付いたことなどを全体に発表します。
•	 聞いている人は、付け足したいこと、気づいたことがあれば発表者に伝え、

模造紙に書き足していきます。

４．まとめと説明（10 分）
•	 以下のようなことばでまとめます。

「ストーリーに登場した子どもたちが直面している課題を解決し、子どもたちが
大人になった時、より世界が公正で持続可能な社会になっていることを目指して
SDGs という目標ができました」

「それぞれの社会問題は、つながっています。同様に、SDGs のそれぞれのゴール（目
標）も関連しており、ひとつのゴール（目標）の達成は、ほかのゴール（目標）の
達成にもつながります」

ポスターセッション形式で発表・
共有することもできます。
進行役は因果関係やつながりが見
えるように、補足をしてください。

● 実際に参加者が作成したポスター

©Save the Children
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アクティビティ	７　わたし・わたしたちとSDGsをつなげよう	

アクティビティ６「世界の子どもたちのストーリーから SDGs について考えよう」の後に実施するのがおすすめですが、
すでに事前授業や事前プログラムで同様の取り組みをしている場合は、その限りではありません。
ここでは、自分と自分を取り巻く社会について扱います。いきなり自分のことを考えるのは難しいことですが、アクティ
ビティ５や６を通し、他者をモチーフに社会課題について考えることで、自分のことを相対化して考える準備ができます。

● ねらい
•	 自分と自分が所属する社会が直面する社会問題を理解し、SDGs の理念やゴール（目標）との関係性に気づく。
•	 社会問題や SDGs のゴール（目標）間のつながりに気づく。
•	 解決のための取り組みや、子ども自身、自分自身が持つ力について考える。

● 用意するもの
•	 模造紙、水性マジック（グループ数分）
•	 別添資料（パンフレット／コピーして人数分用意）

● 所要時間
45 分～

参加のルール」については７頁を
ご確認ください。

自分たちのパワーや可能性を阻害しそうな要因を書き加えてもよいです。

● すすめ方

１．参加のルールの確認（2 分）
「参加のルール」をひとつずつ読み上げながら、確認します。最後まで、全員が見

えるところに貼るか、書き出しておいてください。

２．グループ作業（30 分～）
•	 ３～６人の小グループをつくり、グループに模造紙とマジックを配布します。
•	 グループメンバーの名前を紙の中央に書きます。
•	 自分やクラス、街や社会に感じる課題や問題を周囲に書きだしていきます。

問題間の因果関係やつながりがあれば、線でつなぎます。さらに発生しそう
な問題や起こりそうなできごとがあれば、書き足していきます。

•	 自分や自分たちの持つパワー（力や可能性、スキル）や取り組み、課題解決
のきっかけを書き足します。今は持っていなくても、できそうなこと・可能
性があれば書き足します。

•	 関連する SDGs のゴール（目標）があれば、書き足します。
•	 全体を見て、因果関係やつながりがあるところは、線でつないでいきます。

個人で取り組めそうであれば、個
人作業にしてもかまいません。
名前を書くだけでなく、写真を置
いたり、似顔絵を描いたりしても
よいです。
間違いなどはないので、参加者全
員が自由に意見交換できるよう、
声かけをしてください。
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３．全体発表と共有（15 分～）
•	 グループの中でどのような意見が出たか、どんな話し合いがされたか、気が

付いたことなどを全体に発表します。
•	 聞いている人は、付け足したいことや気づいたことがあれば発表者に伝え、

模造紙に書き足していきます。

４．まとめと説明（10 分）
•	 以下のようなことばでまとめます。
 » 「わたしたちが今直面している課題を解決し、より世界が公正で持続可能な社

会になることを目指して SDGs という目標ができました」
 » 「それぞれの社会問題は、つながっています。同様に、SDGs のそれぞれのゴー

ル（目標）も関連しており、ひとつのゴール（目標）の達成は、ほかのゴール（目
標）の達成にもつながります」

ポスターセッション形式で発表・
共有することもできます。
進行役は因果関係やつながりが見
えるように、補足をしてください。

© Save the Children



「 わたしの 2030 アジェンダ」 
を発信してみよう
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アクティビティ8　わたしの2030アジェンダをつくってみよう

これまでのアクティビティを通して考えたことを踏まえ、2030 年に向けた、自分の取り組み、クラスや学校、グループ
での取り組みを考えて宣言しましょう！
完成した「わたしの 2030 アジェンダ」は教室や廊下に掲示したり、「# わたしの 2030 アジェンダ」をつけて、SNS にアッ
プしたりして、より多くの人へ伝えましょう。宣言すること（pledge：プレッジ）は、行動への第一歩です！

● ねらい
•	 自分自身が直面する課題を解決するために、あるいは、持続可能な社会を実現するために、どんな取り組みをするの

かを具体的に考え、整理し、表現する。
•	 宣言をすることで、行動への動機付けを行う。

● 用意するもの
•	 「わたしの 2030 アジェンダ」シート（46 頁／人数分コピーして用意）
•	 別添資料（リーフレット／人数分コピーして用意）

● 所要時間
•	 これまでに実施した授業やプログラムに合わせて、柔軟に実施してください。
•	 個人で取り組んでも、グループやクラスで取り組んでもかまいません。
•	 完成した「わたしの 2030 アジェンダ」は教室や廊下に掲示したり、写真を撮って「#わたしの 2030 アジェンダ」

をつけて、SNS にアップしたりして、より多くの人へ伝えてください。
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